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本書は平成5年度に当センターが実施した新千歳空港建設用地内の埋蔵文化財包蔵地の発掘調査

報告である。

本書の執筆は、 I :佐藤和雄、 II :三浦正人・千葉英一・佐藤和雄、 IⅡ：佐藤和雄・千葉英一・

三浦正人が担当した。

各種測定、同定、分析等は下記に依頼した。

動物遣存体 千歳市教育委員会 高橋理氏

金属製品 岩手県立博物館 赤沼英男氏

石材鑑定は調査第4課花岡正光による。

調査報告終了後の出土遺物および記録類については北海道教育委員会が保管する。

調査にあたっては下記の諸機関、各氏からご指導ご協力をいただいた。

文化庁、北海道教育委員会、千歳市教育委員会、北海道開発局札幌開発建設部新千歳空港建設事

業所、渡辺重建工業株式会社

北海道開拓記念館平川善祥、千歳市教育委員会田村俊之・豊田宏良・松田淳子・遠藤昭浩、

苫小牧市埋蔵文化財調査センター二階堂啓也･兵藤千秋･赤石慎三、札幌市埋蔵文化財センター

上野秀一・仙庭伸久、江別市郷土資料館野中一宏・稲垣和幸、恵庭市郷土資料館上屋真一・

松谷純一、余市町教育委員会宮宏明、平取町二風谷アイヌ文化博物館森岡健治
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一
言
口B号等の説明

遺構の表記は以下に示す記号を用い、

P:土曠T:Tピット F:焼土

美々8遺跡の遺構記号の頭には0 ． 1

1 原

Ｓ

則として発掘調査順に番号を付した。

:集石SP:小ピット

IIのように層を表示してある。

遺構図の数値は標高（単位m)である。２

３ 遺構の規模は「確認面での長軸長×短軸長／床（底）面での長軸長×短軸長／確認面からの最大

深」の順で記した。一部破壊されているものは現在長を（ ）で示し、不明のものは で示した。

石器、石製品、の大きさについては最大長、最大幅、最大厚の順で記した。4

Jー

〔） 土層名は下記の略号、略称を用いた土

樽前a降下軽石層:Ta a層(a)

樽前b降下軽石層:Ta-b層(b)

有珠山b｣火山灰層:Us-b[層

苫小牧火山灰層:Tm層

樽前CI降下軽石層:Ta-c,層(c,)

樽前C2降下岩片層:Ta-c2E(c2)

樽前d,降下岩片層:Ta-d! (d,)

樽前d2降下スコリア層:Ta-d2層(d

※火山灰の層名。略号は下記による。

横山泉・勝井義雄・大場与志男

略称を用いた場合がある。

第0黒色土層: 0黒層(0黒また’

第I黒色土層: I黒層(I黒また’

第II黒色土層: II黒層(II黒またI

)黒または

(II黒または

OB)

まIB)

IIB)

第ⅡI黒色土居: 111黒層（ⅡI黒またI

恵庭aローム層:En-aローム層（

恵庭a降下軽石層: (En-P)

支笏軽石流堆積物:Spfl層(Spfl)

2，粒の明瞭なスコリアはd2S、ローム状のス

まIIIB)

En L)

コリアはd2L)

（ ） 内はそれをさらに簡略化したものである。

江原幸雄(1973) 『有珠山』●

曽屋龍典・佐藤博之． (1980) 『千歳地域の地質』

北海道火山灰命名委員会(1982) 『北海道の火山灰』

土層の混在状態は上記の略号などを用いて下記のよう土層の混在状態は上記の略号などを用いて下記のよう

A+B:AとBがほぼ同量に混じる。

A>B:AにBが少量混じる。

A>B:AにBが微量混じる。

6 に現してある。
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I 調査の概要

1 調査要項

事業名：新千歳空港建設用地内埋蔵文化財発掘調査

委託者：北海道開発局札幌開発建設部

受託期間：平成5年4月13日～平成6年3月25日

発掘期間：平成5年5月10日～平成5年10月28日

調査遺跡（北海道教育委員会登載番号） ・所在地・調査面積

美沢3遺跡(J 02-81)苫小牧市美沢164-40ほか 6,340m2

美々8遺跡(A03-94)千歳市美々1292-381 5,59711f

2 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理事長 寺山敏保（平成5年8月10日まで）

理事長 阿部茂（平成5年8月11日から）

専務理事 永田春男

常務理事 中村福彦

業務部長 中野眞吾

調査部長 森田知忠

調査第3課長千葉英一

主任 佐藤和雄（美沢3遺跡・美々8遺跡発掘担当者）

主任 三浦正人（ 〃 ）

主任 田口尚（美々8遺跡低湿部整理担当者）

嘱託 越田雅司

写真技師 菊池慈人

表1-1 美沢川流域遺跡群の年度別調査面積（単位㎡）

遺跡名51.52年 53年 54年 55年 56.57年 58年 59年 60年 61年 62年 63年元年 2年 3年 4年 5年 計

美々2 101906 5,000* 101906*
3 4,565 6,000 9,225* 21075* 16,415*

4 1，160 呑口** 7,150 61475 61180 5,899 26,864

5 300 6,628 752 8，450 6,544 22,674

6 5，000 3,450 8,450

7 5,000 21400 2,323 1,547 11,270

8 15,775 1,828 11,112 4,182 215* 5,161 101769 5,597 541557*

9 5,000 5,000

美沢1 8,630 11,330 2,340 22,300

2 10,560 10,560

3 1,750 3,480 17,464 51478* 7,150 6,340 40,684

4 23,760 23,760

5 6,800 660 7,460

10 4,027 41027

11 1,570 5,710 7,280

13 21185 2,185

計 22,400 27,958 31,312 27,270 15,775 111475 23,630 7,727* 10,822 19,007 17,464 14,682* 12,0084 8~609* 12,316 11,937 274,392

＊美々2遺跡の60年度5,000㎡、美沢3遺跡の元年度のうち978㎡、美々3遺跡の2年度のうち4,500㎡、美々3遺跡の3年度のうち950㎡については、 Ⅱ黒

層の調査のみで、 それぞれ前年度のI黒層の面積に計~上されているので、面積集計から除外してある。 また美々8遺跡の2年度のうち82㎡は前年度の下位

（水付き部分）の調査なので、同様に面積集計から除外してある。 ＊＊約240m'を調査。面積集計から除外。

－1－



調査の概要I

図1-1 遺跡の位置

1 ：美々8遺跡 2 ：美沢3遺跡

この図は国土地理院発行の5万分の1の地形図 ｢千歳」を使用したものである

の

－ム



〕 調査の経緯

3 調査の経緯

新千歳空港建設に伴う美沢川流域の遺跡群の発掘調査は、昭和51年度から北海道教育委員会によっ
て始められたが、昭和54年9月からは当センターの設立にともなって引き継がれており、今年度で18
年目である。 この間、表1－1に示すとおり16遺跡、 27万㎡余について発掘調査が行われた。
今年度はB滑走路本体にかかる美沢3遺跡、美々8遺跡の発掘調査を行った。

4 土層

美沢川流域の遺跡群における基本的な層序は、図I－2に示すとおり 「TOm
| | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | |I1
『:丁: ． :一宗

: ･ : ･ : ･ : : Ta-a : : : : . : .

…. ． . ． ~ . ． ・
~ ~八~ ~ 、刑riv浮乎

IⅢ冊冊

表土

である。今年度は表土（1739年以降)、 0黒層（1667年～1739年)、 I黒

層（縄文時代晩期～1667年)、 II黒層（縄文時代早期～晩期）から遺構． 0黒

Us－h1

Tm l黒
遺物が発見されている。 ｣－，
5 調査結果の概要

（1） 美沢3遺跡

遺跡は､標高約22mの台地平坦部から斜面部分にかけて位置する｡今年

度の調査区は遺跡の南西側(A地区） と南側中央部(B地区）の2カ所 --2
である。発掘調査はII黒層のみを対象に行った。過去5度にわたる調査

も今年度で最後である。

遺構は、A地区で土曠1基､焼土2カ所が検出された。土曠は縄文時 'i1_4
代晩期のものと考えられる。B地区ではTピット3基、焼土1カ所が検

出された。Tピットはいずれも曠底に杭穴をもつものである。

遺物は約7,000点出土しており、大半が縄文時代早期の土器である。こ
--5

のうち中茶路式はB地区に東釧路1V式はA地区にまとまって分布する。

戸のほかわずかに早期（コッタロ式)、前期（綱文式)、後期（手稲式、このほかわずかに早期（コッタロ式)、前期（綱文式)、後期（手稲式、
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Ｆ
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図1-2 土層模式図
堂林式）の土器片がみられる。

石器には、石嫉つまみ付ナイフ、すり石、たたき石などがある。

（2） 美々8遺跡

遺跡は標高約20mの台地とそれに続く斜面に位置する｡今年度は､昭和56年度調査区の北側に隣接す

る部分の表土層とI黒層を調査した。表土層では小ピット52個が検出された。旧室藺街道に関係する

杭跡の可能性が強いものである。出土した遺物には鉄鍋・薬莱・陶磁器などがある。 I黒層では土塘

墓1基、柱穴58個、道跡2条、焼土425カ所、骨片集中7カ所、集石100カ所が検出された。土墳墓は

長楕円形で、土壌内から鉄鍋と小刀が伴出している。出土した遺物は擦文時代の土器が大半で、次い

で礫が多い。 この他には陶磁器、石鑛、砥石、鉄鍋、鎌、鉄斧、鉄鍍、刀子、刀、釘、古銭、土錘

紡錘車などがある。自然遺物にはクルミ、魚骨、獣骨などがある。おもに焼土や骨片集中から検出さ

れている。

なお、昭和54年度から続いていた発掘調査は今年度で終了した。

（3） 美々8遺跡低湿部

本年度は物送り場の土壌やクラムシェルであげた土壌約22,000袋の水洗作業をおこなった。作業能

率を上げるため、工業用洗車機も使用した。その結果、木製品、繊維製品、金属製品、擦文土器、陶

磁器、石製品、動植物遣存体などの遺物が検出された。 （佐藤和雄）
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I 調査の概要

6 遺物の分類

（1） 土器

I群縄文時代早期に属するもの。

a類貝殻腹縁圧痕文、条痕文‘a類貝殻腹縁圧痕文、条痕文のある土器群。

b類縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文などの施される土器群。

b－1類東釧路II式、東釧路IⅡ式に相当するもの。

b 2類コッタロ式に相当するもの。

b 3類中茶路式に相当するもの。

b－4類東釧路1V式に相当するもの。

II群縄文時代前期に属するもの。

a類縄文の施された丸底、尖底を特色とする土器群。

a 1類綱文土器に相当するものと結束のない羽状縄文の施された丸底を特色とするもの。

a－2類春日町式、中野式など縄文の施された尖底を特色とするもの。

b類円筒土器下層式、植苗式に相当するもの。

III群縄文時代中期に属するもの。

a類円筒土器上層式に相当するもの。

b類a類以外のもの。

b－1類天神山式に相当するもの。

b 2類柏木川式に相当するもの。

b－3類北筒式（トコロ6類)、 ノダップ2式、煉瓦台式に相当するもの。

IV群縄文時代後期に属するもの。

a類余市式、入江式に相当するもの。

b類船泊上層式、手稲式、鯆澗式、エリモB式、煉瓦台式に相当するもの。

c類堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当するもの。

V群縄文時代晩期に属するもの。

a類大洞B式、上ノ国式に相当するもの。

b類大洞C｣式、大洞C2式に相当するもの。

c類大洞A式、大洞A'式に相当するもの。

VI群続縄文時代に属するもの。

VII群擦文時代に属するもの。

(2)石器・石製品

剥片石器には石鑛、ポイントもしくは両面加工のナイフ、つまみ付きナイフースクイレパー類一 矛ま両面加工のナイナイフ、つまみ付きナイフ、スクイレパー類、石

すり石、砥石、石皿・台石、石錘などがある。ほ錐、模形石器などが、礫石器には

かに石核、剥片・石屑、加工痕あ

がある。

石製品には蛇紋岩製の垂飾があ

（3） 土製品紡錘車、土錘

（4） 金属製品鉄鍋、鎌、鉄斧

（5） ガラス製品玉

（6） 自然遺物獣骨・魚骨など獣骨・魚骨など

石斧、たたき

る剥片(Rフ

石、すり石、砥石、石皿・台石、石錘などがある。ほ

レイク)、刃こぼれ状の使用痕ある剥片(Uフレイク）

る。

鉄嫉､|刀子、刀、釘、古銭など

の動物遣存体、 クルミの植物遣存体がある。
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6 遺物の分類
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II美沢3遺跡の調査

1 調査の概要

美沢3遺跡は、美沢川流域の遺跡群の中では下流寄り右岸にあり、美沢川と美々川の合流点からは、

直線距離で北西に約1.7knlの位置にある。新千歳空港建設用地内の遺跡では、対岸の美々8遺跡ととも

に最も東側に位置する。遺跡の範囲は、美沢川の蛇行地点に突出する標高6mの低位段丘面を主体と

し、背後の斜面とさらに標高22mの台地上部の平坦面にかけて広がる。

本遺跡は、昭和51．55．63年度及び平成元・ 2年度と断続的に35,322㎡が調査されている。今年度

はその6ヵ年目、最終調査年度である(図Ⅱ 1)｡ 6ヵ年の調査総面積は、 41,662㎡におよぶ。その

ため終節に、第1I黒色土層の遺構・遺物の概略的総括を掲載してある （図II 2)。

今年度の調査面積は6,340㎡で、 a-71･72区とb-71･72区にまたがるA地区(3,575m2)と、 d-71･

72区とe 71区にまたがるB地区(2,765㎡）の2カ所に分かれている。

A地区は、標高22.5m前後のほぼ平坦な台地上の広がりで、北西部に美沢川へ向かう急斜面がある。

昭和55．平成元・ 2年度の調査区と三辺を接し、南辺は調査境界線である。遺構は、 b-71-75区で、

II黒層上面ですでに浅い窪みが確認できた円形ピット (P-71) 1基を検出した。遺物はなく、覆土

は自然堆積である。周縁には、揚げ土であるTa-d火山灰が広がっていた。この北側にあり平成元年1

度に調査された13基の円形ピットと類似しており、これらと同様縄文時代晩期の遺構と考えられる｡．

B地区は、台地平坦面と、美沢川へと差し込む小沢の沢頭にあたり、全体的に北向きの傾斜を持つ。
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Ⅱ美沢3遺跡の調査
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Ⅱ美沢3遺跡の調査

地区内の高

界線である

ト (T-24

低差は約8mである。昭和63．平成元・2年度の調査区 と三辺を接し、 南辺はやはり調査境

｡工事用道路の切り通し等の影響で北西辺一帯が攪乱を受けている。遺構は、 3基のTピッ

･25．26）を検出した。 3基と|も平面プランが楕円形で、直方体形の掘り込みがあり、曠

のTピットと、列をな

検出している。

低には2本の杭穴が確認でき いずれも過年度まで調査された楕円形プランのTピッた。

す配置となっている。他に両地区で、焼土とウサギやキツネ等の動物の足跡も

遺物は6,936点で、 8割近くの5,473点が土器である。A地区では、西辺から北半を中心に縄文時代

早期の東釧路1V式が主体的に分布し、稀に一括で出土する。他に前期綱文式と後期手稲式が少数出土

するほか、後期堂林式の一個体が確認できた。B地区では南東辺を中心にして、北西向き斜面から沢

頭中央部にかけて、縄文時代早期の中茶路式土器が主体的に分布し、稀に一括土器として存在する。

石器は、上記の早期土器に伴うもので、剥片石器が162点、礫石器が32点ある。剥片石器には、頁岩製

のつまみ付ナイフや黒曜石製の石錬が多くみられ、礫石器には、石斧・すり石・たたき石等がある。

A地区では、黒曜石のフレイクがやや密度濃く出土する部分があった。特殊な遺物では、A地区b

-72-60区で出土した蛇紋岩製の垂飾がある。 （三浦正人）

2 遺構

（1）土曠

P-71 (図11-3)

位置b 71-75

規模1.80×0.95/1.54×0.95/0.73m

特徴Ta cを除去したII黒層上面で、すでに浅い窪みが確認できた。その窪みの周縁には、揚げ土

であるTa d火山灰が広がっていた。平面形は塘口部で不整円形、曠底部で円形である。平坦な曠底

は、 III黒層をやや掘り込んでいる。壁は堰口部で崩れているが、底からはほぼ垂直に立ち上がってい

る。覆土は自然堆積である。遺物はない。 この北側にあり平成元年度に調査された,3基の円形ピット

と類似しており、 これらと同様、縄文時代晩期の遺構と考えられる。

（2）焼土

F-42

位置a-71-13

規模0.35×0.30×0.05m

特徴A地区の西向き斜面下方にある。

化物が散布しており、そこに薄い焼土部

期の所産と思われる。

黒層の下層部、Ta-d粒の混入する面に、小範囲で少量炭

が見られた。周辺の土器から縄文時代早期東釧路1V式の時

11

分

F-43 (図11 3)

位置e-71-97

規模0.55×0.28×0.10m

特徴B地区の沢筋に向かう北西斜面に

とそれに囲まれるように、焼土の広がり

る。周辺の土器から縄文時代早期中茶路

れに囲まれるように、焼土の広がり

る。 1I黒層の下層部、Ta-d粒の混入する面に、炭化材

険出された。焼土の下層のII黒層には炭化物が多く含まれ

あ

が検出された。焼土の下層c

周辺の土器から縄文時代早期中茶路式の時期の所産と思われる。

-10-
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II 美沢3遺跡の調査

(3) Tピット

T-24 (図II 4)

位置d 71 13

規模2.02×1.26/1.53×0.45/1.14m

特徴B地区の北部、北面する小沢の中央

-L粒の混入が見られたため、掘り下げて

部

ゆ

(標高14.7m)の斜面に立地する。 II黒層の中ほどからEn

き、Ta-d,面で楕円形のプランを確認した。長軸方向は

N-20｡-Eで、コンターラインと直交する。

ⅡI黒層より上は鉢状になっているが､En-L層とEn-P層はほぼ垂直に掘り込まれて、平面形は長

方形を呈している。塘底面は平坦で、 2本の杭穴が確認できた。杭穴は、北側が径3cm･深さ33cm、

南側が径6cln･深さ43cmで、 ともに長軸方向でやや北に傾いている。

覆土は、崩落土と自然堆積からなる。明確な掘り揚げ土は確認できなかったが、覆土中にTa dや

En粒が多く認められる。

T-25 (図II-4)

位置d-71 29

規模1.77×1.22/1.33×0.53/1.16m

特徴B地区の中央部､標高19.1mの沢頭端傾斜面に立地する｡遺構確認のためにII黒層を掘り下げた

ところ、Ta-d｣面で楕円形のプランを確認した。長軸方向N-44｡-Eで、 コンターラインと直交す

る。

Ta dとⅢ黒層では急傾斜の漏斗状をなすが､En-L層はほぼ垂直に掘り込まれている。平面長方

形を呈する堰底面は平坦で、南角に向けて緩い傾斜をもつ。土居断面と塘底面で2本の杭穴を確認し

た。杭跡は、北東側が径3cln・長さ63cm･うち深さ17cm、南西側が径5cm・長さ60cm･うち深さ18cm

である。北東側のみ長軸方向でやや北東に傾いている。

覆土は、崩落土と自然堆積からなる。少なくとも12層(T-26の14層に相当）形成中までは、杭が

残存していたようである。掘り揚げ土は、北側斜面直下のEn-L粒の散在しか確認できなかった。

T－26 （図II 4)

位置d-71-45･46

規模1.84×1.32/1.35×0.49/1.17m

特徴B地区北西部の標高17.8m､北東に面するややきつい傾斜面に立地する｡遺構確認のためにII黒

層を掘り下げたところ、Ta d&面で楕円形のプランを確認した。長軸方向N 48o Eで、コンターラ

インと直交する。

北東側は、Ta-dからEn Lまでほぼ垂直に掘り込まれているが、他壁はやや角度を持っている。

En L層からは前二者と同様、平面長方形に掘り込まれ、En-P上層に曠底面が作られている。曠底

面は、全体的に北東に向かって傾斜があり、北西壁側は持ち上がり気味である。 2本の杭穴が確認さ

れ、北東側は径4cm・深さ16cm、南西側は径5cm･深さ12cmを計る。北東側の杭穴は土層断面でも確

認され、長さ69cmで長軸方向やや南西に傾いている。

覆土は、崩落土と自然堆積からなる。少なくとも14層(T-25の12層に相当）形成中までは、杭が

残存していたようである。明確な掘り揚げ は確認できなかった。土

-12-



2 遺構

D 15．000Ｃ

~

司d-71-13「

L 」

B 14．900~A~

紐

I,a

『 24t屑註記

1 胤色 II B＞'1,a－．粒

2 亦褐色 Tad＞II B

3 黒褐色 II B＞Tad＞EJ' a

4 暗褐色 ⅡB l I‘]na≧'1 ↑a－d

5 黒褐色 ll B≧'1↑ad

6 塒赤褐色 Tad≧ⅡB

7 黒色 ⅡB＞Ta－d

8 黒掲色 I I B＞Tad＋EIl a

9 暗縄色 ⅡB＋ⅢB＞Tad

lO 亦渇色 Ta－d＞ⅡB･' ⅢB

l I 暗黄色 ⅢB＋~Ena

l2 濁赤燈色 Tad崩落十ⅡB

l3 黄掲色 E、崩落

14 烈色 Il B＞Tad

T-25 ■ 司d-71-29 A~ B19.300~

C
~､ad

a-d

I E

L 」

ａ
Ｃ
一 D 19.20

V

25 土断註記

1 黒色 II lj＞'1.a-.粒． En粒

2 褐色 Ta－d＞IIB

3 黒色 ⅡB＞＞Tad粒． E''約

4 黒色 il B＞En粒

5 黒色 II B＞Tad粒

6 暗概色 Ta－d＞IIB

7 暗褐色 ⅡB＞Tad

8 暗赤撹色 Ta－d≧IIB

濁赤椛色

暗褐色

暗亦澄色

暗棚色

暗赤幟色

黒褐色

燭黄褐色

黒旭色

Ta－d崩滞

ⅡB＞Tad

『I,ad≧IIB

ⅡB＞Tad

Tad≧ⅡB

ⅡB＞EIl

En＞ⅡB

nB＞E、

４

５

６

７

８

９

０

１

１

１

１

１

１

２

ｊ

ｎ
命
じ

Ｅ

I 9 濁亦燈色

10 暗符色

11 濁赤櫨色

12 暗亦樋色

濁黄褐色

暗黄褐色

黄褐色

Ｂ

Ｂ

蒲

Ⅱ

落

Ⅱ

崩

ン

崩

三

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ
~ａａａａ

ｍ

ｌ

Ｆ

△

祠

１

門

１

En＞ⅡIヨ

En＋ⅡB

En崩落

１

２

３

２

２

２

~

邸
Q一
Ａ
ｌ B 18，100

~

庁可

la

『r 26 t牌註記

1 黒色 ⅡB

2 暗倦色 ’['a－d＞ⅡB

ad 3 黒色 ⅡB＞>『I､a．粒

4 暗褐色 ⅡB＞,I,a－d

5 暗概色 Tad＞ⅡB
B

6 黙褐色 ⅡB＞'1,a．粒. En粒

7 暗褐色 ⅡB>『1 ,a－．粒。 En粒

8 濁褐色 ⅡB>En
ll a

9 褐色 IIB≧Tad ・ En

lO 暗赤掩色 Tad≧II B

ll 濁怖色 Tad崩落

12 暗黄褐色 E､崩落+IⅡB ･ IIB

l3 暗桧褐色 ’ 1，a d＋Il B

l4 時赤燈色 『I，ad≧ⅡB

l5 暗褐色 ⅡB（ⅢB）＞Tad粒

16 濁黄褐色 E、崩蒲＋ⅢB

l7 啼赤燈色 ．I､a－d≧II B（ⅢB）

18 濁陪橘色 Tad＞ⅡB

l9 濁亦橿色 Tad崩瀧十ⅡB

20 濁黄褐色 E、＞IIB（ⅢB）

21 暗掲色 ⅡB（ [IIB）＞E胴＞Tad

22 濁暗椛色 Tad＞11B（ⅢB）

23 蹄褐色 ⅡB（IⅡB）＞Ta－d＞H1』

24 獅暗幟色 ．I,a－d＞ⅡB＞Eil

n－1 25 暗黄褐色 胴I'+ⅡB

Ｂａ

－

Ｔ

ノ
、

EII

D17．900C
~~

「 司d-71-45

図II-4 T-24･T-25･T-26
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11 美沢3遺跡の調査

（4） 動物の足跡（図II-5)

Ta c除去後のII黒層上面で、小さな窪みが点々と続く、動物の足跡を5条確認した。縄文時代晩
期のフィールドサインである。

足跡-1 動物名キツネ 位置b-71-63．73･83･84．85．95

特徴西向き斜面の縁に沿って、径5cmほどの円形の窪みの列を確認した。

足跡－2 動物名

特徴

足跡－3 動物名

特徴

足跡－4 動物名

特徴

足跡－4 動物名

キツネ 位置

西向き斜面縁近く

キツネ 位置

b-71-

、コンターI

d 71-

87･97･a-71-07･08．18． 19･29

こ沿って、径5cmほどの円形の窪みの列を確認した。

12･02． e-71-92．93．83

うに、径5cmほどの円形の窪みの列を確認した。沢筋のコンターと直交するよ

ウサギ 位置dl-72-20･30･40

沢頭付近で、ほぼコン

列を確認した。

に沿って、 4個一組で各々径5cm前後の円形の窪みのター

足跡－5 動物名

特徴

ヒト？ 位置b-71－98．99･89･79･ b-72-70･71 ．61

さ25cm･幅10cmほどの足跡が続いている。大きさや形、

りしたように見うけられる。 （三浦正人）

西向き斜面に向かって、長

歩幅からみて、人間が小走

"J+b-71 ■■

足跡 2 1 ． ．

〃一一､
・ノ~~且

、

足跡 5
0

、~l

b 71-弱丁

●■
O

血

22 和ロメlo

b 71-84..1 k
｡ 亜ｱ吟2

b-71認祠＋
b_7,_8g+

、

、

卸才6？U×．
●

●XT2蝿

、

､

｡

、

b-72-85+
ｚｍ

Ｃ
ｑ

~
一
~
~
●
牙

ユ
羽
Ⅸ
が

か

》

ｂ b-71-85+
b_72_75+

d-72-46＋ 、

、

や●~
◆●

も 、

足跡－2

姫酎Xo

、

b-72-7i+
一惠「×念2?画 b-71 昏与 ■

0 5m
I

~l

d-72-4iT
~l

d-72-3rr d_7z_2r+

Ｈ
〕
Ｉ

a

割
り
＃
イ
ー

足跡

、父
、獄

２跡《
、
、

72

、
足跡－5

足跡 4

A地区 地区

図II-5 動物の足跡
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〕 遺物

3 遣物

（1）土器（図II-6～10、図版II-6～10)

5,473点が出土した。縄文時代早期のものが大半である。分類別の出土頻度は、 I群b－3類37.2％、
I群b 4類57.4％、Ⅳ群b類4.6％、 IV群c類0.7%である。 この他I群b－2類･II群a類が0.8%

ある。

I群b－2類土器出土点数尋 2点（図II-6)

口唇部に刻み目をもつ。地文はLRとRLの原体による斜行縄文。胎土に多量の砂粒を含む。

I群b－3類土器出土点数: 2,040点（図11-6 ･ 7)

B地区の斜面部分に集中して出土した。土器片はあまり散らばらず、個体ごとにまとまりを持つ。

器形は、胴部がやや膨らむ深鉢形と、船形のものがある。口縁は、緩やかに波状になるものと、平縁

のものがある。底部は、直角に近いものと、丸味があるものがある。文様は、貼付帯･絡状体圧痕文・

短縄文・斜行縄文。綾絡文・無文のものがある。

貼付帯には幅広のもの（4 ． 6～8）、やや細いもの（2 ． 3 ． 9 ．15)、極細のもの（5 ．10．11）

がある。貼付帯の間隔は、比較的広いもの（6 ． 7 ． 9 ．10)、やや狭いもの(2 ･ 3 ． 8 ･11)、狭

いもの（5）がある。貼付帯の施文は、直線的になるものと曲線的につけられるものとが組み合わさ

れたものが多い。

4 ． 6～8は地文が貼付帯上におよんでいるため、貼付帯がつぶれて扁平になっている。 4は角形

に近い底部で地文はLR原体の斜行縄文。 6 ． 7はRL原体の斜行縄文、 8は短縄文が施され無文部

が比較的多い。 7 ． 8の口唇部には縄の圧痕がつく。

2は胴部がやや膨らみ、口縁部は直立する。底部は直角気味である。口唇部には部分的に縄の圧痕

が施される。口縁部から胴部中位にかけて短縄文、胴部中位から底部にかけてLR原体の斜行縄文が

施されている。 3は胴部のみが復元されたもので、 2と同様に上部短縄文、下部にLR原体の斜行縄

文が施されている。

9～l1は短縄文が施されている。 9の口唇部には縄端の圧痕がつく。

5は胴部がやや膨らむ船形の土器である。貼付帯は微隆起線に近いもので、鋸歯状・縦位・斜位・

階段状あるいは直線的にめぐらされている。貼付帯の中には短縄文・絡条体圧痕文が密に施され、胴

部下位にはRL原体の斜行縄文が施されている。

12はRL原体の斜行縄文と綾絡文がつくものである。

13は無文帯をはさんでRL原体の斜行縄文が施されている。

14は無文土器で、器面に凹凸がある。斜位・横位の調整痕がつく。

15～17は底部である。 15． 16は角形、 17は丸味がある。 15･16はRL原体の斜行縄文、 17はLR原

体の斜行縄文に縄の末端がつく。

I群b－4類出土点数：3,135点（図11-8 ･ 9)

A地区の台地縁辺部から平坦面にかけて出土している。B地区からは4点出土したのみである。最

も多く出土した土器群であるが、復元できた個体はない。

文様から、 a類：綾絡文のあるもの、 b類：自縄自巻あるいは撚糸文のみのもの、 c類：短縄文や

縄端による圧痕のあるもの、 d類菖魚骨回転文のあるもの、 e類：沈線のあるものに分けられる。こ

の他に底部を一括してf類とした。

a類(18～22)

18は小さな山形突起のある口縁部である。口唇断面は薄い。綾絡文には0段の条を結節したもの

可F
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II 美沢3遺跡の調査

(19．21･22) と、 1段の縄を結節し(19．ZI･ZZノ と、 1段の縄を結節したもの(18．20)がある。 これらの器面には自縄自巻1段と

2段の異なる原体による羽状縄文が施されている。

b類（23～37）

撚糸文のものは26のみである。 LとRの原体による羽状縄文が施されている。他のものはすべて

自縄自巻の原体によるものである。口縁には山形突起をもつもの（24．29．32） と緩い波状になる

もの(23･26･30)がある。 24は0段多条RLとRの原体による羽状縄文が施される。 23･31はR

LとRの原体による縄文が施されている。 23の口縁は薄く、器壁は凹凸がある。 25．27．28は1段

の原体による縄文が施されている。 27は部分的に調整により地文が消されている。 28は条の太い原

体である。 29．30．33～35はLRとRの原体による縄文が施されている。 29はやや厚手であるが口

縁は薄くなる。 30は薄手の土器で、手に持った感じが軽いものである。内外面の一部が剥離してい

る。 33～35は器壁には凹凸がある。 36．37は1段の原体による縄文が施されたものである。 36は底

部に近い破片と思われる。 37は厚手の土器である。

c類（38～43）

38～40．43は縄端の圧痕がみられるものである。 39･41･43はRLとLRの原体による縄文が施

されている。 43の内面は凹凸がある。 38はRL原体の縄文が施されている。 40はLRとRの原体に

よる縄文ｶﾇ施されている。胎土に小石が混入している。 41．42は口縁部に短縄文が施されるのもで

ある。いずれも口縁部が薄くなっている。 41はLRとRLの原体による羽状縄文が施されている。

42はRLとLRの原体による斜行縄文が交互に施されている。内面は凹凸がある。

39．41 ．43の内面には炭化物が厚く付着している。

d類（44．45）

44．45ともニシンの腹椎骨による回転文が施されている。 44は口縁がやや内雪する。口唇の内外

面と口縁部に縄端の圧痕が施され、胴部には自縄自巻L原体の斜行縄文が施されている。 45は横位

の魚骨回転文に斜位の魚骨回転文が重ねられている。

e類（46）

胴部破片のみで器形のわかるものはない。斜位の沈線が多い。沈線は器面調整によって粘土で埋

まった部分もある。内外面は凹凸がある。内面は横位にナデ調整される。

f類（47～50）

角形に近いもの（47.50） と丸味のあるもの（48.49）がある。 47は器表面が剥離している。 48.

49は底部の立ち上がり部分に縄端の圧痕がつく。 48は自縄自巻R原体の羽状縄文、 49は自縄自巻R

L原体の羽状縄文が施されている。 50は底面にRL原体の縄文、内面と底部の立ち上がり部分に縄

端の圧痕がつくものである。

II群a類出土点数: 2点（図11-10)

A地区の平坦部で出土した。平成元年の調査では、B地区に隣接する調査区で出土している。

51は綱文式土器に相当するものである。条が太く、ていねいなナデにより節がみえない。 52はやや

厚い土器で、胎土に繊維と小砂利を含む。器表面の一部が剥落している。

IV群b類土器出土点数: 254点（図11- 10)

A地区の平坦部で2個体出土した。

53は底部のみが復元された。器表面と底面が剥落している。地文はRL原体の斜行縄文である。底

部からの立ち上がり部分は、無文帯となっている。 54は沈線によって文様帯が区画され、縄文が磨消

され無文帯になる部分と、地文が残る部分とがある。地文はLR原体の縄文である。内面はよく研磨
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’Ⅱ美沢3遺跡の調査

されている。内外面の一部が剥落してい

IV群c類土器出土点数: 40点（図II

る

ｊＯ

Ｏ

１

１

A地区の台地縁辺部で1個体出土した〔，

器形は底部から開き気味に立ち上がり、口縁部は内傾する。口縁は6対の山形突起をもつものと推
定される。突起の頂部には円形刺突文、突起の内面には縦の刻目が施されている。口縁部には内側か
らの刺突による突瘤がつく。地文はLR原体の縄文で部分的に磨消されている。地文を切って細い弧

状の沈線が器面全体に施されるが、底部近くでは横位の沈線になる。

（佐藤和雄）

表II-1 掲載土器一覧

図番号 分類 発掘 区 層位（ 回目） 図番号 分類 発掘 区 層位（ 回目）

U-6-1a Ib-2 b-71-65 Ⅱ－8－28２ lb-4 b-71-56 １

lb b-71-63 1〃
29 b-71-45 1 ･2〃

| b-3２ d-71-25 2．3 30 b-7189 3
〃

３ e-71-82 1〃 3］ b-7192 2． 3〃

' ' －7－4 ７０

７

口６

９■

０

６

号５

９

Ｊ

一

く

１

ｆ

７

イ

昔

． 2 ．3．4 Ⅱ 9－32〃

b-7175 ２
’

〃

33 b-7189 ワ ・ 印
~ し

〃

５ ７１

７

●８

９

１

｜

く

１

韮

７

平

合

．〃 343．4 b-71-78 3〃

35 b-71-89 3〃

6 e-71-97
｡､ ハ

0 ． 0
〃 36 d-71-43 4〃

7 ５１１

７

３

９

０

１

肥

７

々

さ

． 2 ．3 ．5〃 旬庁

･／ b-71-74 ２〃

38 b-71-66 ３

8 d-71-05 e-71-97 ３〃
39 b-72-90 ２ク

Q d-71-14 3 ．4．5〃 40 b-71-98 ２〃

10 e-71-82 1 41
〃

b-71-98 1〃

1 1 e-71-93 ２〃 42a b-71-99 ３〃

12a d-7107･14 ３ 42b〃
b-71-99 3〃

12b d-71-14 e-71-82 1 ．4 43a
〃

d-71-12 3〃

1q
坐U d-71-08 ２ 13b〃

d71-12 ３

14 d-71-05 4〃 44 b-71-42 ２〃

15 d-7133 ２〃 45 b-71-65 8〃

16 e-71-94 2〃 46a b-71-99 ２〃

17 e-7290 ２ 46b〃

b-71-99 I〃

H 8-18 Ib-4 b-71-74.94 2 46〔 b-71-98.99
n へ

乙．。
〃

19 b-71-93 2．4〃 47 b71-74 ３〃

20 b-7194 1 ．ワ．q
上 白 』 48〃

b-71-76 ３〃

21 b-71-98 ３〃 49 b-71-98 ３〃

ワワ
色白 a-71-08 1〃

50 b-7165 3〃

ａ
ｎ
ｄ
２

b-71-49 ２ I-10-51〃
l l a a-71-18 1

23b b-71-49 ２〃 Rワ
リ“ b-71-45 ］〃

24a a-72-40 3 Ⅳb
〃 Rq

JJ b-71-88 1 ．2 ．3

24b a-7240 ２ 54a〃
b-71-42 2〃

nF

乙、 b-71-95 ２ 54b〃

b-71-52 1 ． 2〃

、ハ

ムリ a-72-21 1 ．2 Ⅳc
〃 EE

JJ a-71-04･05

b-71-94.95

T n

－L o乙

司
｡ワ
ムノ b-71-26 ２〃
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3 遺物

（2） 石器・石製品（図II-11～14)

石器類は下記の器種および点数のほかに、フレイク・チップ1,083点、礫。礫片185点が出土した。

石鍍（1～31）

61点出土。 1～8は柳葉形鍼で、 1 ･ 8は凹基、 2～5 ･ 7は平基のものである。 9～16は五角

形鎌で、 10･13～15は凹基、 12は平基のものである。 17～23は無茎嫉で、 17．19．21は平基、それ

以外は凹基のものである。 24～30はすべて有茎凸基のものである。 31は下半部に最大幅のある尖基

錬である。

これらの石材は18が頁岩、ほかすべて黒曜石である。

ポイントもしくは両面加工のナイフ （32．33）

5点出土。 32は小型の菱形を呈するもの。 33は厚手でかえしの不明瞭な有茎のものである。

石錐（34．35）

図示した2点のみ出土した。 34はつまみ部のあるもの。 35は剥片の一端に機能部を作り出したも

の。

つまみ付きナイフ （36～56）

76点出土。 36～38が斜形のほかはすべて縦形のもので、 55．56が両面加工のほかはすべて片面加

工である。 これらのうち、 36～48．55は二次加工の際の打面調整が裏面に施される特徴を有し、 I

群b類土器に伴うものである。

スクレイパー類（57～65）

18点出土。 57～59はラウンドスクレイパー。 60は外篝する刃部をもつもの。 61･62は直線状のと

外雪する刃部を併せもつもの。 63．64はエンドスクレイパーで、 63は両面加工、 64は両側に刃部を

有する。 65は両側に扶り込みの施されたノッチドスクレイパーである。

磨製石斧（66～71）

21点出土。 66．68～70は両刃一曲刃のものである。 67は諸刃のもので、図の下側は両刃一曲刃と

なっており、上側は破損箇所を片刃一斜刃に再生している。 71は石斧製作に関する蛇紋岩の擦り切

り残片である。

すり石（72～75）

5点出土。図示したいずれも三角柱状礫の稜を使用したもので、かつ両端はたたき石としても用

いられている。

たたき石（76．77）

図示した2点のみ出土した。 76は円礫の周縁を使用したもの。 77は扁平な棒状礫の一端を使用し

たもの。

くぼみ石（78）

2点出土｡78の両面にくぼみがあるが、面の状態から元来は砥石として使用されたと考えられる。

石皿・台石

破片力§2点出土している。図示しない。

石製品（79）

図示した1点が出土。蛇紋岩製の瓢箪形を呈する垂飾品で、上半部には両側からの穿孔がある。

下半部両面には中心および円環状に穿孔当初の痕跡が認められるが、 これは穿孔を意図したという

よりも、何らかの意匠と考えられる。 （千葉英一）
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